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係る研修の基準」（平成 18 年 3 月 31 日厚生
労働省告示第 218 号）、「介護支援専門員資質

























































































































ｃ 要介護認定の基礎   （講義／演習）
ｄ 受付及び相談と契約  （講義）
ｅアセスメント・ニーズの把握の方法




Ｉ 介護予防支援  （講義／演習）
Ｊ 介護支援サービスを実施するために必要 

















































































































































































































































































































3～5 年未満 16% と 5 年以上 77% と特に中堅
からベテランに位置づけされている人たちか
らの回答率が高い。基礎資格は、看護師（准












モニタリング 18%、⑤その他 3% であった。
記述内容に関しては、回答が多い順位で説
表 2-1.　調査対象者の背景
職　　歴         基礎資格
1 年未満  0 名  0% 看護師（准看護師） 31 名 46%
1 年～3 年未満  2 名  3% 社会福祉士  0 名  0%
3 年～5 年未満 11 名 16% 介護福祉士 31 名 46%
5 年以上 52 名 77% その他  4 名  6%


































































　　　　    改善事項
①アセスメント 17 名 25％
②サービス担当者会議 12 名 18％
③介護サービス計画書の作成 19 名 28％
④評価・モニタリング 12 名 18％
⑤その他  2 名  3％
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